
ホタルを観察するときの４つの約束

ホタルを持ち帰らない
クツ：足場の悪い所もありますから運動靴な

どで出かけましょう。

雨具：雨の多い時期ですから雨具も用意して

おいた方がよいでしょう。

電灯：観賞する場所まで暗い夜道もあります

から必需品でしょう。

　観賞現場に近づいたら、懐中電灯などの灯

りを消すことも忘れないようにしましょう。

服装や持ち物に気をつける

　ホタルの観賞は、夕方から深夜にかけての時

間帯になります。観賞地のまわりを車で走り

回ったり、大きな声で騒いだりしないでくださ

い。もちろん、田んぼや畑、他人の敷地に無断

で入ったり、ゴミを捨てたりすることは言語同

断です。車の置き場所に気をつけたり、停車中

はエンジンを切るなど細かい心づかいも必要

です。

周辺のお宅に迷惑をかけない
　防犯上の理由からも大人の人や家族の人と

出かけましょう。

　またホタルが見られる場所は、川に沿った

ところがほとんどですから、よく知っている

ような場所でも子どもたちだけで出かけるこ

とは避けましょう。思わぬ事故や犯罪に巻き

込まれることがないよう、常に大人が注意し

ていましょう。

子どもだけで見に行かない
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　現在ホタルを見ることができる場所は、地元

を中心とした多くの人たちの努力によってその

環境が維持されています。ホタルを採って家に

持ち帰るようなことはしないでください。

　羽化した成虫は、２週間ほどしか生きること

ができません。生命の尊さを感じつつ静かに観

賞するようにしたいものです。
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